
令和７年度 第１回八尾市芸術文化振興審議会 

 

日 時：令和７年11月６日（木） 午後６時～午後８時 

開 催 場 所：八尾市商工会議所３階 多目的室 

委 員：藤野（会長）、木ノ下（副会長）、緒方、石井、大久保、小國、上出、髙安、 

萩原、張本、藤田  ※敬称略                 

事 務 局：岩井（魅力創造部）、杉島、古川、松村、渡辺（文化・スポーツ振興課） 

八尾市文化振興事業団：北芝 

傍 聴 者：０名 

 

事務局より配付資料の確認。 

・次第 

・資料１  八尾市芸術文化振興審議会規則 

・資料２-１ 会議の公開に関する指針 

・資料２-２ 八尾市情報公開条例（抜粋） 

・資料３  八尾市の芸術文化の取り組みについて 

・資料４  令和６年度 数値指標による定量評価 

・資料５  令和６年度の取り組みについて 

・資料６  令和７年度の取り組みについて 

・資料７  ワーキング部会の設置について 

・資料８  事業視察アンケート 

【その他】 

・八尾市芸術文化振興審議会委員名簿 

・委嘱状 

・八尾市芸術文化推進基本計画 

・各種チラシ 
 

１．開 会 

 岩井 魅力創造部長よりあいさつ。 

 

２．委員委嘱 

出席委員に委嘱状を交付したあと、委員の任期（令和９年３月 31日まで）

について事務局より説明した。 

次に、出席委員及び事務局、八尾市文化振興事業団の出席者を紹介した。 

 

【学識委員】 

・藤野 一夫委員 

 私が八尾市にお邪魔するようになったのは、５、６年ぐらい前の2020年ぐら

いなので、コロナ禍になる直前ぐらいだと思う。 

その時から、条例と基本計画を一気に作るという、ある意味、無茶振りの話

が進んでいたが、せっかく作るのであれば、理想的なものを作りたいというこ

とで、私も自分なりに注力した。その甲斐もあり、非常に全国でも稀に見る、

条例そして計画を作ることができている。 



文化的コモンズを、名前だけじゃなく、社会の中に埋め込んでいく、社会実

装していくということがとても重要なわけだが、それがこの５年間でかなり進

んできたという実感を持っている。 

本当にこれは審議会の皆さん、やおうえるかむコモンズ推進会議の皆さんの

力、そして、何といっても行政のサポートが素晴らしい。そして文化会館との

連携も本当にうまくいっているという、全国的に見ても、一番うまくいってい

る事例じゃないかと思っている。引き続き、皆さんと一緒に楽しみながら進ん

でいきたいと思う。よろしくお願いする。 

 

・木ノ下 千恵子委員 

私は大阪、特に今は中之島を中心とした文化施設の連携として、クリエイテ

ィブアイランド中之島の事業や文化庁の日本博の事業等をネットワーク事業と

いう形でやっている。 

ちょうど今、11月のコア期間という形で、大阪は北、南というイメージが大

きいと思うが、中之島という歴史や文化、経済の中心地であるところを、大阪

市だけに限らず大阪府という観点で見たときにどういったことができるかとい

うことなどについて、皆様とプロジェクトを推進している。 

専門は現代美術、文化政策というところだが、札幌の国際芸術祭や、今ちょ

うどやっている岡山市の芸術交流という国際展などにも携わりながら、日本国

内における様々な文化活動などに携わっている。どうぞよろしくお願いする。 

 

【市民委員】※大槻委員は欠席 

・緒方 清悟委員 

私は約60年近くこの八尾市で暮らしてきた。また、幸いにも大学で芸術や文

化を学ぶ機会に恵まれ、他の地域の多様で先進的な文化芸術活動にも幅広く触

れる機会も多く得ている。 

 そして、八尾市民として変わりゆく文化活動の状況と他の地域の文化芸術活

動を見つめてきて、特筆する点も八尾市には存在すると感じている。 

それは、行政の主導に過度に依存するのではなく、市民一人ひとりの自発的

な熱意と創造性によって展開される文化芸術活動の強さである。活動は、当初

こそ小さな波紋のように見えたが、それが着実に連鎖し、今や市民生活に不可

欠な確かな広がりと繋がりを見せている。 

 私は、これまでの実践的な経験、そして多様な地域で培った芸術文化活動に

関する知見を活かし、八尾市の活動と「良い意味での比較対象」を建設的に行

うことをめざす。これにより、八尾市独自の文化芸術の特異性や潜在能力をよ

り深く掘り下げ、その価値をさらに高めるきっかけを探りたい所存である。 

どうか、これまでの経験と体験、そして外からの視点に基づいた建設的な意

見ができるように頑張りたいと思うので、よろしくお願い申し上げる。 

 

【その他委員】 

・石井 禎一委員 

委員名簿に八尾市障害者基本計画ワーキング会議とあるが、私は障がい者の

計画について、当事者や支援者の立場から、提言や、いろいろ評価するという

メンバーであり、発足から20年、関わらせていただいている。 

また、イベント系となると、とっておきの音楽祭という、仙台発祥で、25年

ほど前に、障がいのあるなしに関わらずみんなで集まって、音楽のイベントを



通してバリアをなくそうという音楽祭があり、これが派生していって全国に

25、6ヶ所まで広がっている。そのうちの１つの、とっておきの音楽祭in枚方

の実行委員を10年やってきた。 

八尾市の文化芸術の方に関わらせていただくということなので、そういうこ

とも通じて、何かお役に立てればなということで参加させていただくことにな

った。 

右も左もわからないが、できる限り一生懸命やっていきたいと思うので、よ

ろしくお願いする。 

 

・大久保 充代委員 

プリズムホールは、やおうえるかむコモンズの皆様が市民のアートをまたぐ

ということで、実施されている事業と一緒に連携しながら、ホールの方でいろ

んなイベントをやっている。 

まちの中にアートがあり、劇場があることで、普段なかなか芸術文化と接す

ることがないような人たち、接する機会がない人たちにも、芸術文化は、人に

とって、とても良い影響を与えるのだということを、私たちは普及していきた

いと思っており、「あなたの人生がかがやく場所 プリズムホール」というの

をミッションにしている。 

これは、プリズムホールに来てそういったアートの体験をすれば、あなたの

人生が輝くということを述べている。アートに触れれば元気が出てくるとか、

学校や職場で嫌なことがあっても、それを一瞬忘れて、自己表現をすることや

アートを見ることで気持ちが上向く。そういったことを意味している。場合に

よっては、その影響で自分の将来が変わったり、仕事が変わったり、それか

ら、自分自身の人間性や価値観も変わったり、いろんな効能があると思う。 

アートを手段にしようというわけではないが、そういったすごく素敵ないい

ことが詰まっているアートが、プリズムホールの中だけで、あるいは芸術が好

きな人だけでとどまるのはもったいないと思い、基本理念の中で、「あなたの

人生がかがやく場所 プリズムホール」というのを掲げて、「感動、意欲」、

「つながり、交流」、「地元
ま ち

の魅力」という３つのミッションを掲げている。 

やおうえるかむコモンズとは、プリズムホールが主にホールの中でやってい

ることが多いので、それを、まちなかにもっと出て、一緒にさせていただく。

しかも、市民の方が主体的になって実施されるのを私たちが一緒に携わってい

ける、そういったところに、新しい発見や喜びがあって、まちの隅々まで活性

化していけるというところが、私たちだけではできないことなので、すごくそ

れを楽しみにしている。 

私たちプリズムホールも頑張らせていただくので、よろしくお願いする。 

 

・小國 陽佑委員 

私は、2015年から新長田のエリアで開催している下町芸術祭という芸術祭の

代表をしている。 

もともと、藤野先生と木ノ下先生にも、昔からいろいろとお世話になってい

る芸術祭であるが、私自身はその下町芸術祭以外にも、神戸六甲ミーツ・アー

ト2025ビヨンドのキュレーターであり、過去に、学園前アートフェスタにもデ

ィレクターとしても関わっていた。 

関西圏内のいろんな芸術祭のディレクターや、運営の事務局的な立ち回りを

通して、いろんな芸術祭の側面など、コアな部分というのを見てきたので、何



かしら貢献できることがあればいいなと思っている。今後ともどうぞよろしく

お願いする。 

 

・上出 仁美委員 

このような会が本当に初めてで、話を聞かせていただきながら、小学校の中

で、いろんな芸術、音楽など、子どもたちも頑張っているので、そういったと

ころで活かさせていただくことができると思う。どうぞよろしくお願いする。 

 

・髙安 美帆委員 

私は、八尾市出身で、30歳まで八尾に住んでいた。 

エイチエムピーシアターカンパニーという劇団で演劇をしており、俳優や演

出などをしている。小学校、中学校のときはプリズムホールで様々なものを見

て、それで私は、心が生き生きしたのかなあというふうに思う。八尾に戻って

きたのは５年前で、この条例と計画を作るということで、八尾の皆さんとお会

いするようになっている。 

演劇について少しお話しすると、劇場公演だけでなく、いろんな分野の方と

一緒になってチームを組んで発表している。地域の方と地域の物語を作った

り、青少年向けのワークショップを作ったり、社会人向けの座学の講座を企画

したり、演劇にまつわることをいろいろやっている。 

今月関わっている企画で言うと、瀬戸内国際芸術祭で、ドイツ人アーティス

トが美術作品を展示中だが、私は朗読を担当し、音声が流れている。 

また、常磐津節という三味線音楽をやっておられる方たちと一緒に、古語を

今どきの言葉に変えた演目を上演予定である。 

故郷の八尾で、何かお役に立てることがあればと思い、今は推進会議にも入

らせていただいている。どうぞよろしくお願いする。 

 

・萩原 浩司委員 

私は、条例を作る市民会議から参加させていただいて、条例の策定に一緒に

お話をさせていただいて、そのあと推進会議の方にも入らせていただいた。 

私はこの茶吉庵を再生するまで、実は芸術や文化にあまり触れる機会がなか

ったのだが、茶吉庵を再生するに当たり、ギャラリーをしようということで、

そこから芸術文化に触れる機会が多くなってきた。 

そこでたくさんのアーティストと触れることによって、私の視野も広がり、

参加される方々を見るにつれ、芸術や文化が人々の心を豊かにしていくという

ことを実感し、これは是非とも八尾にももっと広げていきたいな、私のように

芸術文化に触れてこなかった人たちに、もっと触れる機会を提供できたらいい

なということで、推進会議にも入らせていただいた。 

今年の４月からは、このやおうえるかむコモンズ推進会議の会長も引き受け

させていただき、全力で八尾に芸術文化を広めていこうと、「アートをまた

ぐ、まちを紡ぐ」というキャッチフレーズのもと、頑張っていこうと思い、今

一生懸命取り組んでいるところである。 

皆様からいろんなご意見、ご指導をいただきながら頑張っていきたいと思う

のでよろしくお願いする。 

 

・張本 将利委員 

今年の４月から、ネットワークセンターつどいの運営をさせていただいてい



る。 

私は、長崎県出身で、京都でまちづくりという活動を始め、そこから10年ほ

ど活動したが、今回ご縁をいただいて、つどいの方で、市民活動の中間支援に

当たらせていただいている。 

本当にまちづくり、市民活動とアートのかけあわせというのは非常に大きな

可能性を秘めていると思っている。たくさん勉強させていただいて活かしてい

きたいと思っている。よろしくお願いする。 

 

・藤田 ツキト委員 

(株)シカトキノコは広告デザインの仕事をしているが、それ以外に、近畿大

学文化デザイン学科で非常勤講師をしている。 

八尾市の主に広報関係の仕事をたくさんさせてもらっているというご縁もあ

り、以前であれば、観光協会のヤオマニアの編集や、お手元にあるやお市政だ

よりの巻頭特集部分の取材などもさせてもらっている。 

今回はタイムリーな話題として、やおうえるかむコモンズの取材をさせても

らった記事が載っているので、こちらもご覧いただければと思う。 

私自身も写真を使ったアート活動をしていたり、ギャラリー運営をしていた

り、地元の東成区で町おこし的なイベントを区役所と連携してやってきたり、

いろんな活動をしてきたので、ここでも勉強させていただきながら、何かご意

見させてもらえることがあればと思っている。よろしくお願いする。 

 

３．会長・副会長の選出 

事務局一任となったため、藤野会長、木ノ下副会長を選出。 

これより、議事の進行を藤野会長に依頼する。 

 

事務局より、会議の定足数の確認及び資料２－１、２－２に基づき、会議の公

開、傍聴について説明した。 

・出席委員は 11名であり、定足数を満たしている。 

・会議の公開に関する指針３、４により、審議会等の会議は原則公開。 

・会議録の各発言に対する委員の氏名は、会長、副会長、その他の委員の皆様に

ついてはアルファベットでＡ委員、Ｂ委員等とし、内容は概要とする。 

 

４．案 件 

案件の説明に入る前に、藤野会長から、審議会の役割等について説明いただ

いた。 

会 長 

先ほど岩井部長からあったように、令和４年４月に八尾市芸術文化基本条例

が施行され、条例と並行する形で、基本計画を策定した。普通は２年ぐらいか

けて順番に作っていくのだが、一気に両方を作るというような作業を行った。 

考えてみると、３年半経ったと言うことは、７年間の計画のちょうど折り返

し地点に来ているということだ。 

目標としては、芸術祭をやるということになっている。３年後にやるという

ことなので、そこに向けて、皆さんとベクトル合わせをしていきたいと思って



いるが、審議会がやるべき仕事というのは進行管理であり、基本計画が本当に

計画通り進んでいるのかどうか、推進会議のあり方について、その後、この方

向でいいのかというようなことを、皆さんにご検討いただき、評価していただ

き、ご意見をいただき、それを改善していく。その役割がこの審議会である。 

その審議会とは別に、推進会議というのも、条例の中で、そして、基本計画

の中でも、きっちりうたわれている。こういう自治体は、日本に他にはないと

思う。 

ただ、二重構造になっていることに対して、なかなか理解できないという方

がいらっしゃるが、推進会議の方は、いわゆる実行委員会と言ってもいいが、

推進する主体である。私たちは、それに対する評価やアドバイスをするという

形になる。その点はまずご理解いただきたいと思う。 

 

それから、先ほどＤ委員が自己紹介の中で触れられたが、新長田の下町芸術

祭と別府のベップ・アート・マンス、これらは、私たちがめざすベンチマーク

の２つである。そのうちの下町芸術祭は10月18日から始まり11月３日に終了し

た17日間の芸術祭だ。 

この芸術祭は2015年から始まり、私は2017年度の実行委員長をさせていただ

いたが、そのあと、Ｄ委員が2020年ぐらいから実行委員長兼総合ディレクター

という立場に立って、本当に中心的に引っ張って行かれているわけだが、今年

面白かったのは、Ｄ委員は中心にいるが、この間に、Ｄ委員の世代である30代

から40代全般の町の人たちが、自分たちで自主的に引っ張って、本当に町の中

心になる人たち、７人、８人ぐらいの、顔になる人たちがどんどん力をつけて

いき、以前は喧嘩ばかりしていたが、最近はちゃんと協調性も出てきて、すご

く円滑、円満に進んでいったという実感を持っている。 

さらに面白いのは、10年経って大きな変化が出てきている点だ。この芸術祭

は２年に一度行われているが、１回目に司会を務めていた人の娘さんが、今回

のオープニングの司会を務めるようになった。 

また、アーティストやプロデュースをする側の実行委員について、中身は中

心メンバーが世代交代し、私のような高齢者ではなく、40代に移っているわけ

だが、そのさらに下の世代、10代、20歳ぐらいの子どもたちが、主役になって

きている。アーティストとしても、プロデュースする側でも主役になってきて

いるという状況だ。 

だから10年間で５回続けて、今年が６回目である。６回続ける、２年に一度

続けるというのはすごいことだと感じた。 

今回、これだけ盛り上がってうまくいったわけだから、２年に一度じゃな

く、毎年やってはどうかという意見が出てきて、Ｄ委員が引いている場面があ

ったが、そのくらい町の人たちが主役になって盛り上げて、面白い芸術祭がこ

の前ちょうど終わったばかりなので、その熱気を皆さんにお伝えしたいと思

い、お話をさせていただいた。 

 

（１）八尾市の芸術文化の取り組みについて 



 資料３に基づき、事務局から説明を行った。 

 

（２）令和６年度の取り組み及び数値指標による定量評価について 

資料４に基づき、令和６年度の取り組みについて事務局から説明を行った。 

 また、資料５に基づき、数値指標による定量評価について、八尾市文化振興事

業団北芝副館長から説明を行った。 

 

北芝副館長 

令和６年度の指標①文化会館の大ホール及び小ホールの稼働率については、

残念ながら計画値 76.0％には届かず、65.6％という数字となった。こちらにつ

いては、コロナ以前に設定されたかなり高い稼働率ということもあるが、コロナ

渦中に解散、休止した団体等も多く、地域の文化活動に想像以上の停滞が見られ、

大幅な稼働率アップには昨年度も至らなかった。ただし、回復傾向にはあり、今

年度の９月末までの数字を確認すると、大ホールは 61％、小ホールは 74.5％と、

昨年度より少し上がっており、今年度は数字が改善すると見込んでいる。 

次に②文化会館指定管理者が実施する事業の入場者数について、22,000 人の

計画値に対し、31,291 人というたくさんの方々に参加いただいた。資料の２．

文化会館指定管理者が実施する事業の入場者数の参考資料に、参加いただいた

人数の細かい数字を入れている。昨年度は全 77事業、合計 439回実施しており、

１日に３、４事業を実施した日もある。前年度は 26,825人だったため、実績と

しては 4,000人以上上回る結果となった。 

③日常生活において音楽、映画、演劇、美術などの芸術文化に親しんで心の豊

かさを感じる時がある市民の割合については、市民意識調査の項目であるが、

72.0％の計画値に対し、66.5％という結果であった。 

④八尾らしさや魅力を活かした事業の数については、15 本の計画値に対し、

実績は 21本で達成できた。 

⑤中学生以下対象の芸術文化に関するイベント参加者数は、13,000 人の計画

値に対し、実績が 13,501人で達成することができた。 

次に、個別事業について説明する。２．文化会館指定管理者が実施する事業の

入場者数の参考資料をご覧いただきたい。 

まず、（１）まちのにぎわい拠点としての機能の向上として、10 事業を実施

した。昨年度も皆さまから様々なご意見をいただいた⑥プリズム・アート＆シア

ター・プロジェクト 地域アーティストや市民の企画実現の場 プリズムホー

ルであなたのアートを輝かせよう！は、やおうえるかむコモンズにつながるよ

うな当館の事業である。30団体を採択し、参画者として 217人、来場者数が 4,290

人で、合計 4,507人の参加となった。にぎわいの創出とともに、プリズムホール

で勉強している中学生や高校生、大学生にアートに触れる機会を設定でき、身近

なところで芸術文化を鑑賞していただく機会の提供に寄与できた。 

⑤いのち輝く、誰もがかがやくハピネスコンサートは、３月に光のプラザで実

施したゴスペルのコンサートだが、プロジェクションマッピングや山田廣之信



さんのフラワーアレンジメントなど、やおうえるかむコモンズの皆さんとコラ

ボした内容で実施したものである。 

 次に、（２）芸術文化の鑑賞機会の提供として、５事業実施した。 

 ⑪親と子のはじめての演劇体験 プリズム・チャームプロダクション・シリー

ズについて、「ばーちゃる～時を超える箱舟～」という演劇公演で、市内の小学

校の招待公演を４公演、有料公演を２公演、関連企画として有料公演の後にバッ

クステージツアーを実施し、合計で 1,283 人に演劇の楽しさを提供することが

できた。 

 次に、（４）八尾の文化力の向上として、15 事業を実施した。具体的には、

子ども向けの演劇のワークショップやバックステージツアー、社会見学等を実

施した。また、障がいのある方や赤ちゃん連れの方にも楽しんでいただけるよう

な誰もが楽しめるフレンドリーコンサートを実施し、午前、午後、どちらも定員

を超えるたくさんの方々に参加していただいた。 

 次に、（５）八尾の魅力の発信については、指標④八尾らしさや魅力を活かし

た事業の数に含まれるものであり、そのうち、高安能、人間国宝の認定を受けら

れた吉田玉男さんの「文楽人形遣い 吉田玉男の世界」、LEOの箏リサイタルに

ついては、早くにチケットが完売し、たくさんの皆さんに見ていただくことがで

きた。とりわけ、高安薪能については、立ち見を含む 220人にご参加いただくこ

とができた。これらは、7ページに写真資料という形で、どういう様子だったか

を見ていただけるようにしている。高校合同文化祭、まちかどライブクリエイシ

ョンについても、こちらの指標にカウントされる事業となっている。 

 また、６ページは、当館の名義主催事業として実施している事業である。こち

らは、相手方からプリズムホールで実施したいというお声がけをいただき実施

するものであり、バリエーションに富んだ公演や、すぐれた芸術作品の鑑賞機会

の拡充につなげることができた。 

 最後に、助成金の採択について、昨年度もご紹介したが、当館の事業について

は、八尾市からの指定管理料で実施しているが、全 77 事業のうち 30 事業で文

化庁の「令和６年度 劇場・音楽堂等機能強化推進事業【地域の中核劇場・音楽

堂活性化事業】」並びに大阪府の「令和６年度 大阪府芸術文化振興補助金」の

助成金に採択され、指定管理料に上乗せする形で、多種多様な事業を華やかに実

施することができた。 

 

会長 

 今の説明は、資料４の令和６年度の取り組みについては、やおうえるかむコモ

ンズ推進会議が中心になって行ってきたものであり、資料５は、プリズムホール

の事業ということになっている。 

 Ｃ委員から、昨年度の取り組みについて補足があればお願いする。 

 

Ｃ委員 



 あらましをご説明させていただいた。冒頭にご説明したように、全 77 事業、

小さい回数も含めると、439回の実施になっている。これは全国でもかなり多い

数になっており、助成金の対象事業についてはプログラム・ディレクターやプロ

グラム・オフィサーといった方々からヒアリングを受けることがあるが、事業が

多すぎるのではないかと言われるほどだ。 

 ただ、冒頭に申し上げた「あなたの人生がかがやく場所 プリズムホール」で

「感動、意欲」、「つながり、交流」、「地元
ま ち

の魅力」の３つを、それぞれ多様

な世代や多様なジャンルで実現していこうと思うと、事業が増えてしまうのと、

どなたに対してもアクセスしていきたいという思いがあってこういう内容にな

っている。 

 事業については、アウトリーチを一部実施しているが、多くがプリズムホール

のホール内で実施しているものであり、いい意味では、環境の整った場所で受け

る本物の舞台の迫力、臨場感、没入感というものをご提供したいというのが、ホ

ールとして考えているところである。 

 一方で、まちなかでも多くの場所で実施したいがなかなかできていない、そこ

をやおうえるかむコモンズの多様な活動とセットでバランスが取れればいいと

思っている。 

 プリズムホールを生かした活動とともに、ホール外のところではやおうえる

かむコモンズとうまく連携していければいいと思っている。 

 

会長 

 資料をこんなにきちっとまとめていただいて、文化振興事業団が運営してい

る事業について、事業団自身が審議会で説明してくださる自治体は、実はあんま

りない。本当にありがたいことで、私たちも中身がよくわかると思う。 

 残念なのは稼働率で、計画値に達することができなかったということだが、全

国的な平均値でもコロナ前の 80％までしか回復していないので、プリズムホー

ルが極端に低いわけではない。全国どこも同じような状況になっていて、文化協

会を中心に使っていた場合には、コロナにより文化協会の人達の活動が停止し

てしまい、貸館利用が大きく減ってしまっているということだ。 

70代、80代で、コロナ禍で外での活動ができなくなり、発表の場を奪われた

人たちが、組織としても、体力的にも持ちこたえられないということで、かなり

減っているのではないかと思う。その分を次の世代でどうカバーしていくかが

重要だと思う。 

評価すべきことは、自主事業の人数がだいぶ増えているということだ。八尾市

が中核市で、人口 26万人であることからすると、３万人を超える参加者数とい

うのは相当すごいことだ。私は、色々な財団や公共ホールの理事をしているが、

びわ湖ホールは県立で、滋賀県の人口は約 140万人だが、あそこでも、自主事業

の参加者数は３万人いっているか、いっていないかというところだ。なので、い

かにこれがすごいことかがわかると思う。 

数字は出ていないが、貸館を入れての入場者数は出ているか。 

 



Ｃ委員 

 この資料には載っていないが、一番いいときは 40万人くらいだったが、コロ

ナで落ち込んでおり、令和元年は 30 万人台だったが、今は 20 数万人というと

ころだ。 

 

会長 

 市の人口と同じくらいの人が年間で利用しているということは、それもすご

いことだ。 

 

Ｃ委員 

 人口を上回ることを目標にしているが、コロナ後はまだそこまで戻っていな

い。 

 

会長 

 神戸文化ホールは、ほぼフル稼働しているホールだが 50万人だ。神戸市の人

口が約 150万人として、３分の１なので、やっぱりすごいことだ。 

 

Ⅰ委員 

 まちかどライブクリエイションのチラシや広報物について、それぞれのイベ

ントでも発信はされているのか。それともまとまったもので発信しているのか。 

 

会長 

 全体チラシと個別のチラシの両方ある。 

 

Ⅰ委員 

 やおうえるかむコモンズをこれから市民の方にもっと広めていくとなると、

コモンズのマークが各チラシにちゃんと載っているかどうかをチェックする必

要がある。大きな取り組みになれば、チェックするのも大変だが、しっかりブラ

ンディングできていれば、どんどん広がっていくと思う。 

 

会長 

 そのあたりは何か見本等はあるか。 

 



事務局 

 お手元の資料の中で、令和７年度のまちかどライブクリエイションのチラシ

に個別チラシを挟んでいる。全体のお知らせをするチラシと、個別の会場ごとの

チラシを作成させていただいている。 

その中で、やおうえるかむコモンズのロゴマークについて、令和６年度に商標

登録をさせていただき、今後のコモンズのすべてのチラシに共通で入れようと

いうことで、やおうえるかむコモンズ推進会議の中でも意思統一して取り組み

を進めている。 

 

Ⅰ委員 

 2025 年は入っていないチラシもあるかと思うので、そのあたりが徹底できる

と、統一感が出ると思う。 

 広報誌で言うと、万博の時に、万博のマークのレギュレーションがすごくきつ

くて、余白を空けないといけない等いろいろあったと思う。 

 高校合同文化祭のチラシは学生が作っているとはいえ、ロゴマークがぎりぎ

りだと見づらいといったチェックもあればいいと思う。 

 

事務局 

 ただ今のご意見を踏まえ、今後の資料作りは気を付けていきたい。 

 

（３）令和７年度の取り組みについて 

資料６に基づき、令和７年度の取り組みについて事務局から説明を行った。 

 

会長 

大阪・関西万博への出展があったので、上半期からフル稼働という感じだ。 

それでは、推進会議のメンバーとして関わっていらっしゃった方に少し感想

や補足をいただきたいと思う。会長のＧ委員、いかがか。 

 

Ｇ委員 

 まちかどライブクリエイション、アートコーディネーター養成講座、高校合同

文化祭をやおうえるかむコモンズ推進会議として進めており、昨年度が２回目、

今年度が３回目になる。 

今ちょうど種をまいて育てているところであり、いろいろと委員の皆さんと

試行錯誤しながら、より広めていくためにはどのようなことをしたらいいのか、

ということで進めている。 



文化・スポーツ振興課の皆さんの協力で、会場もたくさん増え、関わる人たち

も増えてきているというのが現状であり、毎年少しずつ少しずつ拡大しながら、

工夫をしているというところである。 

2028 年度が１つの大きな目標になっているので、そこに向け、階段を上がっ

ている段階であると考えており、今後は 2028年に向けてのロードマップをどう

作っていくのか、それから、今ある組織をさらに良くしていくにはどういうふう

にしていったらいいのかということを考えながら、今年度中に方向性を決めな

がら、来年度に向けて進んでいきたいと思っている。 

 

会長 

 Ｇ委員のご意見は、全体総括のような感じであった。では、副会長のＦ委員は

いかがか。 

 

Ｆ委員 

 Ｇ委員がおっしゃった通りで、今、段階的に、みんなで毎月集まって話をし

ており、紆余曲折しながら答えを見つけていっている途中である。 

やおうえるかむコモンズ推進会議のメンバー構成は、アーティストだけでは

なく、民間のギャラリーの方もいれば、工場の社長さんもいるということで、下

町芸術祭と非常に近しいかもしれない。これから八尾らしい良い形を見つけて

いけたらと私自身も思っているので、今日は皆さんからご意見をいただけたら

というところだ。 

 

会長 

 Ｄ委員はまちかどライブクリエイションは来られていないと思うが、アート

コーディネーター養成講座の講師は何度かされているはずなので、その辺も踏

まえてご意見をいただければと思う。 

 

Ｄ委員 

 僕自身は、すべてのまちかどライブクリエイションを拝見できなかったが、資

料４にある、ダンサー・イン・レジデンス八尾「ふうりん劇場」について、これ

は友井さんが関わっている企画だが、しっかり拝見できた。 

友井隆之さんは個人的にもずっとお知り合いの方で、今、六甲ミーツ・アート

にも出展されている作家さんで、すごく現象的というか、すごくパワフルな作家

さんなので、その作家さんの秘めたる力みたいなものが本領発揮できるような

クリエーションの場を作ることが結構大事だと思っている。 

あれはだめ、これはだめというふうに制限してしまうと、アーティストとして

の力が発揮できないので、そういうパワーみたいなものが発揮できるような、ク



リエーションとしては、ある種、何か見て見ぬふりみたいな側面というか、そう

いうものも大事なのかなあと思う。 

「ふうりん劇場」は、結構かなりパワフルな、本当に、狂騒的というか、熱狂

の場だったので、ものすごく面白いなと思った。 

特に友井さんは、元具体美術協会の堀尾貞治さんに師事していたということ

もあって、割とそういうハプニング性や、なんかちょっと予定不調和みたいな場

を好むような傾向があると思う。 

多分、今後もこういう活動を推進していく中で、何かそういう予定不調和とい

うか、何か割と計画的というか、戦略的なものから逸脱するもの、表現というも

のが生まれてくると思うのだが、そういうところとどうつき合っていくのか、寛

容性を持って、運営として譲渡していくというか、ケアしていけるかというとこ

ろは、割と今後の課題にはなってくると思う。 

 

会長 

 とても刺激的な意見をいただいたと思う。日常と非日常が地続きになる、シー

ムレスになるというのはすごく重要なことだと思う。 

ただ、日常と非日常が繋がるときに、わかりやすいから繋がるということでは

僕はだめだと思う。 

マルシェのようなものがたくさんあると、すごくにぎわいにもなるし、本当に

わくわく楽しいからいいのだが、おそらく今、Ｄ委員がおっしゃったように、相

当とがったもの、エッジの立ったものが、日常の中に介入していく。それによる、

めまいや混乱が起きるのだが、それで、普通に動いている日常が撹乱され、それ

によって日常も活性化されていく。という好循環を作るのは、僕はアートプロジ

ェクトの非常に重要な意義だと思うので、日常と非日常がわかりやすいものだ

けで繋がるということにならないようにする方向が僕は必要ではないかと思う。 

この前の下町芸術祭を４回ほど僕は見に行き、痛感した。 

本当に下町のまちかどで、いろんなパフォーマンスや展示が行われているの

だが、作品の強度、強さは、ある人にとっては毒のようなものである。そういっ

たものにやはりすごく私は触発されて、これも、誰かが打ち上げで言っていたが、

「下町芸術祭はあくまでも芸術祭であって、市民文化祭ではないのだ。それが重

要なのだ。それが下町芸術祭のアイデンティティなのだ。」というような部分が、

結構きっちり合意されていた。 

私は、今のまちかどライブクリエイションは素晴らしいと思うし、特にＦ委員

が出られていたような工場でパフォーマンスが多く行われていること、ああい

ったものが、本当に八尾らしくて素敵だなあと思うのだが、そういう先端的なア

ートが日常と接続するようなことを少し自覚というか、意識する方がいいので

はないか。文化祭ではなく、芸術祭である限りは、そういったところに少し意識

を集中したほうがいいのではないかなと思う。 

これは私のあくまでも感想というか意見で、2028 年に向けてのベクトル合わ

せは、みんなで議論して決めていくべきことだと思う。 



下町芸術祭が下町芸術祭であることの重要な意義ということを考えるにあた

り、ダンスボックスの存在は大きい。大谷さんが残念ながら８月終わりに亡くな

ったが、大谷さんのコンセプト、そしてそれを実現する仲間たちがいて、その考

え方が、15年の間にずっと浸透していった。 

例えば、国内ダンス留学というのを毎年やっているのだが、今年も 10数人来

ており、その人たちが、いわゆる自分たちの表現の場をショーケースのような形

で、まちなかのいろんな場所で、20分から 30分のパフォーマンスを行った。 

私もいくつか見たが、どれも非常に個性的で、ストーリーがあって、よく考え

られた作品だった。 

ああいうものをダンスボックスの大舞台で見るのもいいのだが、本当に市場

の隅っことか、アパートの中といった、日常と非日常との混乱した、交錯した出

会いみたいなところが、僕は一番深く感動したところなので、そういう場面が、

まちかどライブクリエイションにももう少し増えていくといいかなという感じ

はした。 

Ｄ委員の言葉にちょっと触発されてそんな感想になってしまった。 

他にどなたか、ご意見等をお話しいただきたい。 

 

Ⅰ委員 

僕も、まちかどにちょっととがったものがあると、自分が観光客として見に行

くときにはすごく楽しいなと思う。 

自分の活動的にも、どちらかというと地域に根差した考え方をついついして

しまうのだが、暮らしている人たちが、最初、違和感があるのはいいのだが、拒

否しないような感じにうまく持っていけたらいいなと思う。 

多分管轄が違うと思うが、地域コミュニティーなどの地域コーディネーター

がいると思うが、アートコーディネーターと地域コーディネーターの交流みた

いなものがあると、通訳として、地域の人たちにアートコーディネーターの言葉

を地域コーディネーターが伝えてくれるなど、もっとまちに根差した形になっ

ていくのではないかと思ったので、何かそういう交流が講座の中であればいい

と思う。 

 

会長 

とても重要なポイントである。 

瀬戸内や越後妻有という過疎のところで、なぜあれだけとがったものができ

たかというと、そこのところが結構うまくいっていると思う。 

とがったアートが、全然アートに触れたことがない、しかも高齢化、過疎の町

に入っていく、裏に入っていくというのは、すごく大変なことだったと思う。 

やはり、最初は距離もあったと思うが、３回、４回やっていくうちに、初めて

アートに触れたおじいちゃん、おばあちゃんが語り部になっていく。あの姿は素

晴らしいと思う。 



１回目からうまくいくかどうかわからないが、アートコーディネーターを通

訳できるような、地域コーディネーターを育成していくというのはすごく重要

な課題である。これも意識して取り組んでいけたらなと思う。 

 

副会長 

今、会長もおっしゃられたように、将来的というか、一番近くの目標が 2028

年度の事業であるが、以前の会議でも言ったかもしれないが、国際とつけている

場合に、何をどのポイントでめざすか、また、それを推進する事業体を、今この

やおうえるかむコモンズのやっていらっしゃる会議体で設計できるのか、また、

予算規模など、要はめざす方向性やモードをどこに設定するのか。 

というのは、これが下地になるのであれば、３年後となると、もう動き出さな

いといけない時期だと思うので、それがこの八尾らしい形で展開されるのであ

って、ここでの議論がさらに積み上げ方式のビジョンになっているのであれば

いいなと思う。 

反面、私は、たまたまファクトリズムという工場の人たちがやっているものに、

審査員で呼ばれて行ってきたのだが、八尾市で行う芸術祭が、どこでもやってい

るようなものではしょうがなくて、後発の芸術祭であったときに、その地の利で

あるとか、そこの町の特徴を舞台にすることが大切だ。 

下町芸術祭は、新長田というエリアで、下町らしい、下町そのものであるとい

うことが、この芸術祭の一番の財産であり、可能性であり、舞台となり得るもの

だと思う。 

八尾でそれをしてもしょうがないと思う。なぜなら、違う場所であるから。二

番煎じになってしまう。 

というよりは、八尾でやるべき芸術祭は何なのかと言われたときに、工場エリ

アなど、そういう特徴的な町のポイントでできればいい。 

以前からこの会議でも何度も言っているが、空港があるのは、大阪の中で、あ

るいは日本の中でも、この規模の土地でプライベートがあるのは八尾だけだと

思う。私がもしプロデュースするなら、絶対空港でフェスをやる。 

そこの豊かさというのと、地の利みたいなことをどういうふうに考えるのか

というのをもう少し、プロフェッショナルユースで考えていくという方向性も

１つポイントとしてあるのではないか。町で広がる芸術祭といった場合に、国際

性と町の利点をどう考えるかというのが、そろそろ設計図の中にプランとして

入れていったらどうかなと思う。 

あとは、それを実行する部隊である。実行部隊をどういうふうに設計するかと

いうのも、予算の問題もありながら、行政の問題もあると思うが、今こうやって

市民の人たちに豊かな手づくりでやっていただいていることを素地にするのか、

あるいは、そういうふうな特徴的なことを踏まえて、もうワンステップ上げてい

くのかというのは、多分今から舵取りしなければいけないのではないかと思う。

すごくシビアなことを言っているが、そういうポイントに来ているのではない

かと考えた。 



 

会長 

 その方向性を、今年度中にどうにかまとめていこうということで、次につなげ

てよろしいか。 

案件（４）ワーキング会議の設置について、事務局から説明をお願いする。 

 

（４）ワーキング部会の設置について 

資料７に基づき、ワーキング部会の設置について事務局から説明を行った。 

 

会長 

今回は、案件という形になっていて、報告事項と審議事項とに分けていない。 

今のワーキング部会の設置については、審議事項になる場合もあるのだが、ワ

ーキング部会は、会長が指名するという形になっているので、当審議会での審議

は必要ないということでよいか。 

 

事務局 

部会に属すべき委員及び臨時委員は、会長が指名するとなっているが、ワーキ

ング部会を設置することについては、審議会で諮る必要があると考えている。 

 

会長 

では、案件（４）については審議事項ということなので、皆様にお諮りしたい

と思う。 

ワーキング部会の臨時委員については、今のやおうえるかむコモンズ推進会

議幹事会のメンバーということでよいか。 

 

事務局 

幹事会のメンバーで、毎月１回話し合いの場を設けている。今のまちかどライ

ブクリエイションなどを進めている中心的なメンバーということになっている。 

 

会長 

ベラーターという言葉は、初めての方は聞き慣れない名前だと思うが、ベラー

ターはドイツ語である。いわゆる助言者というか、顧問というか、そういった立

場で、私、審議会の会長になっており、立場上、微妙なところがあるので、ベラ

ーターという形で、私は参画させていただく。 



また、吉田玉男さんはご存じのように、人間国宝、八尾市の宝なので、吉田玉

男さんにもベラーターとして関わっていただく。 

それから一番下のところに、文化振興事業団が芸術文化専門幹事という形で

入っている。これはアートマネジメントの分野で、具体的な名前は入っていない

が、大久保館長ということでよろしいか。 

 

Ｃ委員 

これは、プリズムホールの職員の中から選抜して、この幹事として役割を果た

すことで、特定の人ではない。 

 

会長 

アートマネジメントの専門家がここに入ってくるということである。 

そして、行政担当幹事が文化・スポーツ振興課の方々ということになっている。 

というわけで、その他の１から 12のところの幹事の方を、ワーキング部会の

メンバーにしたいと思うが、よろしいか。特に問題ないか。 

問題ないということで、お認めいただいたということで、進めていきたい。 

それでは次に、案件（５）の事業視察について、事務局から説明をお願いする。 

 

（５）事業視察について 

資料８に基づき、事業視察について事務局から説明を行った。 

 

会長 

 質問等がなければ、次に、令和７年度の文化会館の事業について、Ｃ委員から

説明をお願いする。 

 

Ｃ委員 

アメリカ大統領選のときに、令和７年度の事業計画を作ったというタイミン

グであり、非常に世界的な情勢が不安定で、アメリカで多様性、公平性、包摂性

というのを横に置いた考え方をされるということも聞いており、今の時代、そう

いった多様性、公平性、包摂性みたいなことをどこかで担保していかなければ、

芸術文化においても、いろんな人がいろんな形でいろんな参加をして、見ていけ

るということを担保したいということで、そういったことを、令和 7 年度の事

業の柱に置いた。 

かといって、私たちですべてできるわけではないので、１つには、多様な方々

が見ていただけるということと、それから各種格差の中で、できるだけ子どもた

ちについては、体験格差を解消していきたいという思いで、まず作っている。 



後半に残っている事業としては、そういった切り口を入れながらも、芸術性の

高いものや市民が参加しやすい、いろんな多様なものということで考えている。 

子どもたちに鑑賞機会をプレゼントということで、お芝居やコンサートを見

てもらいやすいように「こどもの笑顔応援プロジェクト」を行っている。 

これは、一般の方々から協賛をいただいて、いくつかのイベントに対して、子

どもや保護者を招待し、見てもらう。こういったことを軸に、いろんなイベント

を組み立てている。 

９月 23日に大谷康子さんのヴァイオリンリサイタルを実施した。あとは、２

月８日の大阪フィルハーモニー交響楽団の八尾演奏会、２月 14日の人形劇団ク

ラルテの「いえでででんしゃ」という作品ということで、子どもや青少年の方が、

見やすく体験しやすいようなコンサート、あるいは演劇を対象にし、子どもの体

験格差をなくしていきたい。 

他には、「あなたのアートを輝かせよう！！」は私たちがイベントを提供する

のではなく、市民の方々が思い思いの自分の自己表現の発表、アートの展示をプ

リズムホールのどこでも好きなところを使ってやっていただくものである。 

プリズムホールは有料の施設もあるが、無料の場所もこの催しに限っては使

っていただくということで、ご自身の手芸や、書道など、本当にいろいろなもの

を申し込んでいただいており、Ｇ委員も審査していただいているが、審査を経て、

この展示に至るということで、年度後半は 11 月７日から３月 31 日まで、ここ

に記載のような方々が採択され、展示されており、こちらもほとんど無料で、ワ

ークショップは実費ぐらいということが多いので、ぜひプリズムホールにお立

ち寄りの際にご覧いただけたらと思う。 

光のプラザという正面玄関から入ってすぐのところと、その横のオープンコ

ーナーが展示場所になっており、にぎわいの創出につなげている。 

また、今週末に「華岡青洲の妻」という文学座の作品を上演する。文学座は、

プリズムホールと地域拠点契約を結んでいる日本でトップクラスと言われてい

る劇団で、唯一こちらだけを東京から呼んで、上演する。有吉佐和子の作品で、

非常に人気でもう完売してしまっている。 

次に、「リズム＠プリズム」は、子どもだけでなく大人の方も含めて体験格差

をなくしていくということで、誰でも好きなときに好きなだけ参加するという

取り組みである。振付師（コリオグラファー）の北村成美さんがナビゲーターで、

実際は、あまりダンスは前に出さず、ちょっと体操しましょうとか、体を動かし

て後でお茶を飲みましょうという気軽な交流の場にしているので、車椅子の方

も、歩行に不安がある方も、乳幼児とお母さんも集っていただいて、あとでお茶

を飲んで、居場所になるというような内容のものである。 

また、ゴスペルのワークショップが開催されており、こちらの本番は、11 月

23 日の万博ミニフェスの時に発表するということになっている。これは、河内

ゴスペルという曲、河内音頭とゴスペルを融合させたものを、リニューアルオー

プンの令和４年に作ったので、その曲を、河内音頭の美好家肇師匠や、シンガー

のかこい絵里加さん、ピアニストのドリーン・アイヴィさんという方々をお呼び

してやっていくのだが、気軽にゴスペルをやっていただくということと、河内音



頭でゴスペルになっているというところで、地元の音頭にも触れていただくこ

とができる内容になっている。この日は万博ミニフェスで、いろんな催しをされ

る中での一コマになっている。 

次に、八尾出身で、国際的なコンクールで優勝された会所幹也さんのリュート、

テオルボのコンサートを、こちらも主催事業で実施する。 

大阪フィルハーモニー交響楽団のコンサートがあり、子どもや青少年にも来

ていただきやすいクラシックのコンサートとして、次世代に伝えたいという思

いを乗せており、「吹奏情話、八尾」という八尾の名前を冠にした曲を宮川彬良

さんに書いていただいており、それも数年前にでき上がっているのだが、風化さ

せないように、こういう機会に皆さんで演奏していく。この「吹奏情話、八尾」

の管弦楽版は、本邦初演になっており、初公開という形になっている。そのよう

な八尾にちなんだ曲もやれば、マツケンサンバⅡもやるという、皆さんに楽しん

でいただきたいというようなコンサートになっている。 

これに加えて、子ども向けの「いえでででんしゃ」という人形劇を子どもの鑑

賞格差、体験格差を解消していく事業も２月に実施する。 

以上、事前に申し込んでいただくと、席に限りはあるが、審議会の委員の皆様

には視察していただけるので、お忙しいとは思うが、プリズムホールにご連絡い

ただくと、何かしらの形で見ていただけるようにする。文学座だけは満席だが、

そういった場合は相談させていただくという形になると思う。 

 

会長 

そろそろ時間だが、今日まだご発言いただいていない方に、一言、何かご感想

やご意見をいただければと思う。 

 

Ａ委員 

今回は様々な内容が発表された。それだけ八尾市内で行われたイベントが行

われたことはとてもすごい事だと感じた。なので、私自身発言するには少々憚

る感じがしたので、意見をさせていただくことは避けたが、八尾市の文化活動

は、アートの先鋭性を追求する「アート寄り」よりも、地域住民の交流に重き

に置いた「文化寄り」が主流であると認識している。これは、行政主導に過度

に依存せず、市民の自発的な熱意と小さな波紋の連鎖によって、市民生活に不

可欠な広がりを生んできた独自の強みである。 

 しかし、その活動の多くが「フェス的イベント」に偏重しており、八尾市の

歴史的・文化的価値の継承、そしてアートが持つ本質的な力が見過ごされがち

な状況にあると感じている。 

本来アートが持つ多角的な視点や表現方法は、見過ごされがちな問題を浮き

彫りにし、人々に気づきや対話のきっかけを与え、自分たちの未来や生活、そ

して社会を自分ごとにする活動である。八尾市において、このアートの本質的

な力が十分に理解され、活用されているとは言えない。 



大規模イベントが、外部の人脈と調整力（コーディネートパワー）によって

多様なアーティストを集めている事例があることからもわかる通り、八尾市が

今後、活動の質をさらに高めていくためには、地域の活動主体や市が、この多

様な資源を結びつける「コーディネートパワー」を強化することが喫緊の課題

である。 

神戸・長田で長年着実に開催され、地域住民が自ら開催する力をつけてきた

「下町芸術祭」のような事例に学び、私たちは、アートの本質を深く理解し、

外部の刺激をいかに吸収・蓄積できるかが、今後の３年間で八尾市の文化芸術

の特異性や潜在能力を決定づける鍵になるのではないかと考えている。 

 

Ｂ委員 

 今日初めて参加させていただいて、なんかすごいところに来てしまったなと

いうのが感想である。 

やはり芸術というと、レベルは世界のトップクラスから、それこそ、その辺の、

町の一般市民の人がやっているものまでいろいろある。ではどれがいいのかと

言えば、それぞれのよさがあるし、それぞれの表現によって、やっている人が一

生懸命になれる。ステージに立ったときに、今までは、拍手をしている側だった

人たちが、拍手を受ける側に立ったということによって、すごく自信になるとい

うか、前向きになっていくというのは、実際、とっておきの音楽祭をやっていて、

非常に感じるところである。 

とっておきの音楽祭の場合は、それこそ本当に、そういうレベルの人から上は

プロまで、分け隔てなく出ていただけるので、コンセプトとしては「みんなちが

ってみんないい」を合言葉に全国で実施している。 

自分が今後進めていく１つの参考というか、すごく大きなものを見せていた

だいたので、それをどう取り入れていけるのか、またそういうふうなことを加え

ていけるのかどうかということを今すごく感じた。 

 

Ｈ委員 

 アートコーディネーターと地域のコーディネーターの話で、地域のコーディ

ネーターの方はまさに自分の分野だなと思ったので、ぜひ協力してやっていけ

たらいいなと思った。 

あともう１つ、僕の個人的な専門性の部分で、ポータルサイトの開設、運営を

されていると思うが、僕はそちらの方の仕事も法人を持ってやっており、今のや

おうえるかむコモンズのポータルサイトが、たまたま、僕が作ったテンプレート

を使っていただいている。 

それもあり、今回お声がけいただいたときに、使っていただいているお客様と

つながれるということで、ぜひと回答させてもらったのだが、ポータルサイトの

方でも、もし課題があれば、ぜひご相談いただけたらと思う。 

 



Ｅ委員 

 小学校の教員をしていて、校長になったので、あまり本当に芸術的なことはわ

からないのだが、国際芸術祭というお名前だというのをお聞きして、八尾の利と

いうと、ご存じかと思うが、非常に長く、外国人市民がいらっしゃる。在日コリ

アンに始まり、中国帰国の方やベトナム難民の方など、本当にたくさん、学校に

もたくさんいる。 

特に今、たくさん入ってきている状況の中で、市民の中、八尾の中に外国人市

民がおられるので、その人たちの芸術が入ってくるという要素があると、もっと

いいなと思うし、八尾に来ている子どもたちにとってもすごくいいと思う。 

そういうことも探っていただいて、先ほど包摂性や多様性と言っていただい

たが、そういういろんな立場の子どもたちが、自分たちの文化や芸術に触れる機

会にしていただけるような場になるともっといいなあと思いながら聞かせてい

ただいた。 

 

会長 

 いわゆる在留外国人のダイバーシティである。それは国際の結構重要なメイ

ンとして、今考えているところである。何も外から呼んでくるということだけで

はなく、内なる国際化のきっかけにしたいと考えている。 

 

Ｇ委員 

 2028 年に芸術祭をやるのだが、実は国際という言葉を入れておくのか、外す

のかということがまだ決定しておらず、（仮称）の状態である。 

これを、このロードマップを作る上で、推進会議で今年度中にもう一度もみ直

し、方向性をしっかりと決めた上で、取り組んでいきたい。 

我々だけではこの大きな芸術祭はできない。というのも、まず我々もそれだけ

のことを実施する能力がないと思っているので、例えばＤ委員のお力もお借り

したいと思っているし、Ｄ委員の他にいらっしゃる方々のお力も借りたいと思

っているし、2028 年に向けて、動き出したいと思っているので、次の審議会で

は、皆様にロードマップ、方向性をお示しできるように、詰めていきたいと思っ

ている。水面下では動き始めているが、まだまだ練りきれてない。内なる国際化

も視野に入れながら、今練っているところなので、もう少しお時間をいただけれ

ばなと思っている。よろしくお願いする。 

 

会長 

 それでは時間になったので、事務局にお返しする。 

 



事務局 

 本日の会議の内容については、ホームページへの掲載を予定しているが、掲載

にあたっては委員の皆様へ内容の確認を行う。 

会議の内容を要約したものを送付させていただくので、ご確認いただき、修正

等があれば事務局へご連絡いただくようお願いする。 

それでは、会議を終了させていただく。ご協力ありがとうございました。 


